
お

 

し
ら
せ

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
菜
の
花

の
種
ま
き
を
畑
の
前
橋
周
辺
で
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
11
月
２
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

（
受
け
付
け
：
午
前
９
時
〜
）

※
予
備
日
：
11
月
６
日
㈪

【
集
合
場
所
】
畑
の
前
橋
下
（
若
宮
）

※
作
業
の
で
き
る
服
装
で
、
軍
手
な
ど

肱
川
を
美
し
く
す
る
お
花
は
ん

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】
小
雨
決
行

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
を
美
し
く
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

務
局
（
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
肱
川
出

張
所
内
）

☎
㉕
４
６
４
９
（
直
通
）

℻
㉕
６
３
６
０

　

長
浜
保
健
セ
ン
タ
ー
の
３
階
に
あ
る

「
長
浜
な
ぎ
さ
の
湯
」
は
、
浴
室
の
改

修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
次

の
期
間
、
休
業
し
ま
す
。
休
業
中
、
利

用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
不
便

を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
の
工
程
に
よ
り
休
業
期

間
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
長
浜
保
健
セ
ン
タ
ー

入
口
へ
の
掲
示
お
よ
び
防
災
行
政
無
線

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
休
業
期
間
予
定
】

10
月
下
旬
〜
12
月
中
旬

【
問
い
合
わ
せ
先
】

長
浜
支
所
地
域
振
興
課

☎
�
１
１
１
１

　

今
年
も
11
月
９
日
㈭
か
ら
15
日
㈬
ま

で
の
１
週
間
「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運

動
」
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

消
防
署
で
は
、
火
災
予
防
意
識
の
普

及
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
「
防
災
フ

ェ
ア
」「
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
」
な
ど
の

催
し
や
各
地
域
の
防
火
訪
問
を
行
い
、

火
災
予
防
の
お
話
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
各
家
庭
で
話
し
合
い
、

火
災
予
防
の
取
り
組
み
と
し
て
一
人
ひ

と
り
が
、
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
て

火
災
の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
、
古

い
警
報
器
は
交
換
す
る
。

▽ 

寝
具
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
は
、
防
炎
物

品
を
使
用
す
る
。

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

▽
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

▽ 

乾
燥
時
、
強
風
時
に
は
、
た
き
火
な

ど
を
行
わ
な
い
。

▽ 
放
火
の
対
策
と
し
て
可
燃
物
な
ど

は
、
人
目
の
つ
か
な
い
場
所
で
保
管

す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
消
防
署
本
署　

☎
㉔
０
１
１
９

長
浜
支
署　
　
　
　

☎
�
０
１
１
９

川
上
支
署　
　
　
　

☎
34
２
８
５
１

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
各

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
な
ど
に
配
置
し
て
い
る
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
規
制
区
間
】

松
山
自
動
車
道

大
洲
南
Ｉ
Ｃ
〜
西
予
宇
和
Ｉ
Ｃ
（
３
夜

間
）

【
規
制
日
時
】

11
月
６
日
㈪
〜
９
㈭

各
日
午
後
８
時
〜
翌
朝
午
前
６
時

【
迂
回
路
】

国
道
56
号

※ 

高
速
道
路
ご
利
用
の
み
な
さ
ん
は
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

西
日
本
高
速
道
路
㈱
四
国
支
社
愛
媛
高

速
道
路
事
務
所

☎
０
８
９
（
９
０
５
）
０
１
８
１

　

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
で
将
来
の
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
後
納
制
度

が
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９

月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
長
浜
な
ぎ
さ
の
湯
」
休

業
の
お
知
ら
せ

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

高
速
道
路
夜
間
通
行
止
め

の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納

制
度
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老
齢
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

保
険
料
納
付
済
期
間
と
免
除
期
間
を
合

わ
せ
た
期
間
が
25
年
以
上
必
要
で
し
た

が
、
平
成
29
年
８
月
か
ら
は
そ
の
期
間

が
10
年
以
上
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
後
納
制
度
を
利
用
し
、
不
足
し
て

い
る
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
年
金
を

受
給
す
る
資
格
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

老
齢
基
礎
年
金
を
す
で
に
受
給
し
て
い

る
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

後
納
の
保
険
料
は
当
時
の
保
険
料
額
に

加
算
が
つ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
年
金
課　

☎
㉔
１
７
１
３

松
山
西
年
金
事
務
所

☎
０
８
９
（
９
２
５
）
５
１
０
５

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構
で
は
、
自
動
車
事
故
の
被
害
者
の
保

護
を
目
的
に
、
次
の
よ
う
な
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

 

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
制
度 

　

義
務
教
育
終
了
ま
で
育
成
資
金
が
無

利
子
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

【
対
象
者
】

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者
の
死
亡
ま

自
動
車
事
故
の
被
害
に
遭

わ
れ
た
人
へ

男
女
共
同
参
画
推
進
南
予

地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

え
ひ
め
職
業
技
能
フ
ェ
ア
に
つ
い
て

た
は
重
度
後
遺
障
害
者
と
な
っ
た
人
の

０
歳
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

【
返
済
期
間
】

中
学
卒
業
後
20
年
以
内

※ 

高
校
・
大
学
な
ど
進
学
す
る
場
合
、

卒
業
ま
で
返
済
猶
予
あ
り

 

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給
制
度 

【
対
象
者
】

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
脳
・
脊
髄
ま

た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
重
度
の
後

遺
障
害
を
持
っ
た
た
め
常
時
ま
た
は
随

時
介
護
が
必
要
な
状
態
に
あ
る
人

※ 
詳
し
く
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

愛
媛
支
所

☎
０
８
９
（
９
６
０
）
０
１
０
２

℻
０
８
９
（
９
６
０
）
０
１
０
３

　

男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、
個

性
と
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
に
向
け

て
、
行
政
と
県
民
の
連
携
・
協
働
し
た

取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
で
活

躍
す
る
み
な
さ
ん
と
県
・
市
町
が
地
域

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
う
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
傍
聴
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
日　

時
】
11
月
９
日
㈭

午
後
１
時
15
分
〜
４
時

【
場　

所
】

南
予
地
方
局
宇
和
島
庁
舎

７
階
大
会
議
室

【
内　

容
】

▽
講
演

　
「 『
ひ
め
ボ
ス
』と
進
め
る
男
女
共
同
参
画

〜
介
護
離
職
を
防
ぐ
職
場
の
取
り

組
み
〜
」

　

講
師
：
越
智　

や
よ
い　

先
生

　
（
公
益
財
団
法
人
え
ひ
め
女
性
財
団
）

▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「 

介
護
離
職
を
防
ぐ
職
場
の
取
り
組
み

〜
制
度
・
上
司
・
同
僚
そ
し
て
私

自
信
〜
」

【
申
込
方
法
】

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
氏
名
（
代

表
者
）、
連
絡
先
、
参
加
人
数
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
日
】
10
月
27
日
㈮

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
南
予
地
方
局
総
務
県
民
課
県
民

生
活
係

☎
０
８
９
５
（
２
２
）
５
２
１
１

℻
０
８
９
５
（
２
２
）
０
５
７
６

　

愛
媛
県
で
は
、も
の
づ
く
り
の
技
術
・

技
能
の
楽
し
さ
や
、
も
の
づ
く
り
人
材

の
育
成
に
取
り
組
む
県
立
高
等
技
術
専

門
校
（
新
居
浜
、
今
治
、
松
山
、
宇
和

島
）
の
訓
練
科
目
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
毎
年
「
え
ひ
め
職
業
技
能
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
で
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
11
月
25
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

【
場　

所
】
エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ

【
内　

容
】

▽ 

高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生
の
作
品
展

示
、
高
等
技
術
専
門
校
４
校
の
紹
介

▽ 

実
際
に
作
品
を
作
る
も
の
づ
く
り
コ

ー
ナ
ー

　

・
ダ
ン
モ
デ
ル
づ
く
り

　

・
キ
ラ
キ
ラ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
ッ
チ
づ
く
り

　

・
木
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り　

な
ど

▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

・ 

自
動
車
用
エ
ン
ジ
ン
の
整
備
シ
ョ

ー
（
分
解
・
組
み
立
て
）

　

・
ド
レ
ス
試
着
体
験

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
経
済
労
働
部
産
業
雇
用
局
労
政

雇
用
課　

職
業
能
力
開
発
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
５
０
４
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愛
媛
県
立
農
業
大
学
校
を
卒
業
後
、

果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
で
２
年
間
働
き
、

跡
継
ぎ
の
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
祖
父
が
弱
っ
て
き
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
親
の
跡
を
継
ぐ
こ
と

を
決
心
し
ま
し
た
。
今
で
は
父
と
共
に

か
ん
き
つ
類
を
中
心
に
８
種
類
の
果
物

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
栽
培
し
て
い
る
農
地
は
、
山
地

の
急
斜
面
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
農

地
の
手
入
れ
や
果
実
の
収
穫
を
す
る
と

き
に
苦
労
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ノ

シ
シ
な
ど
に

よ
る
獣
害
に

対
し
て
も
手

を
焼
い
て
い

ま
す
。

農　業　　　　　　　

玉川　博
ひろ

将
まさ

　さん

　「より良い品質を提供したい」
と話す30歳。

「
人
の
食
を
支
え
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
」

　

私
が
オ
ス
ス
メ
す
る
「
ひ
め
の
つ
き
」

と
い
う
ミ
カ
ン
の
品
種
は
、
ま
だ
ま
だ

知
名
度
が
低
い
も
の
の
、
甘
さ
と
酸
味

の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
爽
や
か
な
味
が

楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
冬
に
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

　みなさん、こんにちは。大洲高等学校肱川分校 2年
の中田千

ち

春
はる

です。
　肱川分校では毎年、秋に地域のみなさんをお招きし
て「秋の茶会」を開催しています。このお茶会では
「総合的な学習の時間」の茶道選択生徒が、「一期一会」
や「和

わ�けい

敬清
せい

寂
じゃく

」といった茶道の精神にのっとり、実際
にお点前を披露します。また、茶席の合間には音楽選
択生徒によるバンド演奏も行われ、日ごろの活動の成
果を地域のみなさんに見ていただく良い機会になって
います。
　今年は、11月 8
日㈬の午後から肱
川分校武道場にて
開催される予定で
す。 ―次回は大洲農業高等学校からです―

中田　千春�さん

　「肱川分校で初めてお茶
をたてました。週に一度、
茶道の選択生徒は講師の先
生にお越しいただき手ほど
きを受けています」
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大洲高等学校肱川分校Vol. 8
～市内 6 校の高校生によるリレーエッセイ～

－継ぐモノ－ Vol. 8

級 若モン

集まれ
オー



大洲市立図書館	 　☎ 59ー4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39ー2111

図書館 《子どもとともに　本をひらこう　未来のページ》
（大洲市子ども読書活動推進計画キャッチフレーズ）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

■＝11月の休館日
〈開館時間　午前 9時30分～午後 6時〉
※30日は館内図書整理日のため休館します。

11月展示

“本に恋する季節です”

一般：『哲学』
　哲学と聞くと、難しいイメージがありませんか。人
生とは何なのか、明確な答えのない問いを考え、悩む。
気軽に手に取るには、少しためらうかも知れません。
しかし最近では、読みやすく解説された書籍や漫画な
ども出版されています。今月は、哲学や哲学者に関す
る本の展示を行います。

児童：�『ぽかぽかお風呂』
　みなさん、お風呂は好きですか。寒い時期は、湯船
につかって温まるのが気持ちいいですね。日本のお風
呂は、はじめは蒸気を使った蒸し風呂で、それからお
湯につかるものが主流になっていきました。今月は、
温泉や銭湯も含めたお風呂に関する本を紹介します。
お風呂で、心も体もぽっかぽか。

オススメ新着図書

　逃げてでも、生き延びたいのだ
―。覇王信長の弟・織田有楽斎は「本
能寺の変」「関ケ原の戦い」「大坂
の陣」でどう戦ったのか。戦国 3
大合戦を有楽斎ともう一人の視点
で描いた連作短編集。

　パソコンのモニターを背景にする、
遠近法でフィギュアと共演する、加湿
器や線香などでスモークを焚く、ピス
トルの発射を透明板で演出…。スマ
ホでカンタンにできる、アナログな特
撮テクニックを紹介する。

有
う

楽
らく

斎
さい

の戦
いくさ

天
あま

野
の

　純
すみ

希
き

著　出版：講談社

スマホで超カンタン特撮
Tac　宮本著　出版：誠文堂新光社

　秋といえば、何の季節でしょうか。芸術の秋か、スポー
ツの秋か、はたまた食欲の秋か。どれもすてきですが、
何といっても、本に恋せ
ずにはいられない読書の
秋です。
　10月27日㈮から11月 9
日㈭は、第71回秋の読書
週間です。
　秋の夜長をともに過ご
したい、ときめく一冊、
運命の一冊を探してみま
せんか。

（本文紹介TRCマークより）

※�このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架しています）
　図書館のホームページで図書の検索ができます。
※本の貸し出し状況にかかわらず、図書館ホームページと電話（☎59－4111）から予約ができます。

　まっくらやみのまっくろは、自分が
何者かわからない。でも体の奥から力
がみなぎってくる。いきなり角が生え
てきた！だけど、まだまだ変化は止ま
らない。自分は本当は何者なのか?ミ
ロコマチコが紡ぐ、生命のものがたり。

まっくらやみのまっくろ（絵本）
ミロコ　マチコ作・絵　出版：小学館
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保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医

（診療時間：午前 9時～午後 5時　※は午後 6時まで）小児在宅当番医での外科
治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院をご利用ください。

11月の各種検診（健診） 
　妊婦関係（こんにちは赤ちゃんクラブ）　

3 日㈷ お お む ら 小 児 科 （ 内 子 町 ） ☎0893(44)7117
5 日㈰ 守 口 小 児 科 ※ （八幡浜市） ☎0894(24)7770
12日㈰ 一次救急休日・夜間診療所※ （八幡浜市） ☎0894(24)1199
19日㈰ 大洲ななほしクリニック （ 東 若 宮 ） ☎0893(25)7710
23日㈷ 山 下 小 児 科 （ 西 予 市 ） ☎0894(62)6801
26日㈰ ご と う 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0893(23)0510

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
14日㈫

午後 0時45分～
１時30分

大洲市
保健センター

４カ月児健診　　　（29年 6 月生） 母子健康手帳・アンケ
ート・バスタオル15日㈬ 10カ月児育児相談（29年 1 月生）

21日㈫ 1歳 ６カ月児健診（28年 4 月生） 母子健康手帳・アンケ
ート・ハンドタオル28日㈫ ３歳児健診　※　　（26年10月生）

実施日 受付時間 場　所 対象者および内容 持参品

17日㈮

①午後 6時40分～
②午後 7時05分～
③午後 7時30分～
各 1時間程度

大洲市
保健センター

【対象者】出産予定日が平成29年12月～
平成30年 3月の人

【内　容】・赤ちゃんのお風呂
　　　　・パパの妊婦体験
※�希望する人は11月16日㈭までに申し
込みください。

・母子健康手帳
・エプロン
・タオル
・カメラ

　特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診

　婦人がん検診（乳がん検診・子宮頸がん検診）　※要予約（定員になり次第終了）

実施日 受付時間 場　所 内　容

5日㈰
6日㈪
7日㈫

午前 8時30分～11時 大洲市保健センター

【対象者／料金】
大洲市民で、今年度受診していない人
▽特定健診　　　　40～74歳の国保加入者／1,000円
（該当者には案内状を送付しています。）
※保険証・受診券・質問票を持参してください。

▽胃がん検診　　　　　40歳以上の人／1,300円
▽肺がん検診　　　　　40歳以上の人／700円
▽大腸がん検診　　　　40歳以上の人／600円
▽前立腺がん検診　　　50歳以上の男性／2,160円
▽肝炎ウイルス検診　　�40歳以上で過去受けたことが

ない人／700円
※75歳以上の人は、前立腺がん検診を除いて無料
▽結核検診（肺がん検診で同時実施）　65歳以上の人／無料
▽後期高齢者健診　　75歳以上の人／無料
※本人確認のため保険証を持参してください。

実施日 受付時間 場　所 内　容

5日㈰
6日㈪
7日㈫

午前 8時30分～11時
午後 1時～ 1時30分 大洲市保健センター

▽子宮頸がんの受付時間は、午後 1時～ 1時30分
【対象者/料金】
大洲市民で今年度受診していない人

▽子宮頸がん検診20歳以上の女性／ 1,000円
▽乳がん検診　　40歳以上の女性／ 1,200円
※75歳以上の女性は無料
※本人確認のため保険証を持参してください。
※クーポン券(今年度)をお持ちの人は持参してください。

※事前にご家庭で、チャイルドノートの中の、目と耳の検査をしてからお越しください。

※上記の子宮頸がん検診・乳がん検診は事前予約制です。10月16日㈪午前 9時から受付開始します。

広報おおず「10月号」に掲載した高齢者イン
フルエンザ予防接種の対象者について訂正
します。
誤：�昭和27年 1月1日以前に生まれた人で、

接種時に65歳以上である人
正：�昭和28年 1月1日以前に生まれた人で、

接種時に65歳以上である人
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各種相談ガイド （曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます）

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【午前 8 時30分～午後 5 時30分】 夜間帯 【午後 5 時30分～翌午前 8 時30分】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ₆時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

 個人的なご相談 5,000円 事業者のご相談 10,000円

まずはお電話下さい。☎0893-57-6266

◆相談料(1時間ごと)         ※土日・平日夕方のご相談は応相談

大洲市中村231愛媛舗道ビル2階  http://www.murakami-law.net

弁護士費用の分割払いも可能です。

▽市民法律相談　※要電話予約
時　11月25日㈯　午前10時～午後 4時
場　大洲市民会館
問　総務課行政係　☎24－1724

▽無料労務相談　※要電話予約
時　11月16日㈭　午後 2時～ 4時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎24－4111

▽年金出張相談　※要電話予約
時　11月 1 日㈬ ･ 14日㈫
　　午前10時～午後 3時30分
場　総合福祉センター
問　松山西年金事務所　☎089－925－5105

▽行政相談（総務省）
大洲地域
時　11月20日㈪　午前 9時～正午
場　市役所 3階第 2会議室
問　総務課行政係　☎24－1724
長浜地域
時　11月24日㈮　午後 1時～ 4時
場　長浜体育館 1階会議室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　11月 6 日㈪　午後 1時30分～ 4時30分
場　肱川公民館 2階青年室
問　肱川支所　☎34－2320
河辺地域
時　11月10日㈮　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－2112

▽不動産無料相談
時　11月15日㈬　午前10時～午後 4時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱　☎25－1747

▽人権相談
大洲地域
時　11月15日㈬　午前10時～正午
場　菅田　八多喜公民館
時　11月20日㈪　午前10時～正午
場　人権啓発課（別館 3階）
長浜地域
時　11月17日㈮　午後 1時～ 3時
場　長浜体育館
河辺地域
時　11月10日㈮　午前10時～正午
場　河辺公民館
問　急ぐときは法務局大洲支局
　　☎0570－003－110
　　人権啓発課　☎24－1746

▽子育て相談
家庭児童相談
時　�月～金　午前 8時30分～午後 5時15分
場　子育て支援課
問　☎24－5718
家庭教育・子育て相談
時　�月・火・木・金曜日の午前 9時～午後 4時
場　�大洲子育てサポートそよ風（喜多小学校内）
問　☎24－4580
▽ ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　�月～木　午前 8時30分～午後 5時
場　国立大洲青少年交流の家（自然環境館 3階）
問　☎24－1414

▽青少年相談
時　�月～金　午前 8時30分～午後 5時15分
場　青少年センター（教育委員会内）
問　☎24－7830

▽心配ごと相談
大洲地域
時　〔�一般相談〕毎週月・水曜日
　　〔��法律相談〕
　　　弁護士　※�要電話予約
　　　毎月第 1・ 3火曜日
　　　司法書士など　
　　　毎月第 2・ 4・ 5火曜日・毎週木曜日
　　〔��介護相談〕毎週金曜日
　　�午前10時～正午・午後 1時～ 4時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
    （相談室直通）　　　　☎23－5629
長浜地域
時　11月24日㈮　午後 1時～ 4時
場　長浜体育館 1階会議室
問　社会福祉協議会長浜支所　☎52－1194
肱川地域
時　11月 6 日㈪　午後 1時30分～ 4時30分
場　肱川公民館 2階青年室
問　社会福祉協議会肱川支所　☎34－2312
河辺地域
時　11月10日㈮　午前 9時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　社会福祉協議会河辺支所　☎39－2510

▽物忘れ相談　※要電話予約
時　11月22日㈬　午後 1時30分～ 2時30分
場　総合福祉センター 1階応接室
問　地域包括支援センター（高齢福祉課内）
　　☎24－1714
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     白滝　森川　純
よ し

行
ゆ き

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　15年前、地域の子どもたちを交通事故から守るため、
何か自分にできることがないかと考えて、生徒の見守り
登校をはじめました。それから、肱川あらしが吹く日も
雨の日も、子どもたちが学校に行く日は欠かさず一緒に
登校しています。登校前には、あいさつ、出欠確認と防
犯ベルのチェックを行っています。また、事故に遭った
場合の対応についても指導し、車のひき逃げ事故に遭っ
た場合には、どのようにナンバーを覚えるかなどの確認
も行い、今では、事故対応の抜き打ちチェックにもスムー
ズに答えることができるようになっています。さらに、
白滝、長浜、大洲の歴史、良いところ、これからどうす
れば地域が良くなるのかなど、いつも話し合いながら登
校をしています。そうすることで地域を好きになり、将
来はこの白滝で暮らしてほしいなと思っています。
　また、夏休み（７月21日～８月31日の土日を除く）には、
毎日かかさずラジオ体操に参加し、子どもたちの見守り
も行っています。はじめた頃に転んで泣いていた児童が
20歳を超え、成人式の時に声をかけられた時には、「やっ
てきてよかった」と自負しています。
　平成30年３月で白滝小学校が廃校となり、一緒に歩く
ことができなくなりますが、これからも、いろいろな形
で子どもたちを見守りながら地域に貢献できるように頑
張っていきます。
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